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 開  議（１０時００分） 

議長（下西淳史君）おはようございます。 

 これより本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程は、お手元に配付しているとおりであります。 

 

 日程第１ 会議録署名議員の指名 

議長（下西淳史君）日程第１、会議録署名議員を指名いたします。 

 署名議員に、水沢健一議員、森岡俊夫議員を指名いたします。 

 

 日程第２ 一般質問 

議長（下西淳史君）日程第２、一般質問に入ります。 

 昨日に引き続き各個質問を行います。 

 最初に、長谷正信議員。 

８番（長谷正信君）私は、６月定例市議会に当たり、市政一般について黒見市長の所信を

お伺いいたします。 

 まず最初に、市町村合併についてであります。市町村合併は、できれば期限内に間に合

うように推進すべきであります。しかし、それは市民の幸せに直結するものでなければな
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りません。現状の合併は財政面や役所の都合で、住民からの希望ではありません。それな

りの思想や理想がなければ、単なる結合でしかありません。期限内に合併すれば財政的に

１５年間優遇措置があるとはいっても、一部負担があり、それが将来の財政負担になるの

で、一時しのぎにはなっても抜本的な解決にはなりません。それより全額無条件で交付し

てくれれば、現在の借金を半分以下に減らすことができます。国の財政も破綻している現

状で、１５年間の保証も怪しいものであり、人口の減少と高齢者増に、さらには税収不足

で全く予測のつかない状況であります。合併するなら人口２０万以上の特例都市にならな

ければ意味がありません。次の段階で人口５０万の中核都市、仮称中海市の実現が目標で

あります。 

 現在の流れでは、西部の一本化は困難で、西伯郡は２つに、日野郡は２つに、米子市、

境港市は不明でありますが、可能性としては西伯郡の一部と米子市、境港市との合併が考

えられております。単独で生き残るとすれば８億の財源不足を、特別職の報酬を２割強カ

ットして１億円、職員の１割カットで２億円、職員の定数減３０人で２億円、徹底した部

外委託で２億円、そのほかで１億円等で賄い、公共施設も大きいもの、不要なものは壊し

て管理維持費を削減し、一方では人口増対策を進め、企業誘致は破格の優遇措置や誘致奨

励金を出して５万人規模になるよう努めなければなりません。 

 政府は、道州制や都市規模による権限の縮小や、県による事務肩がわり制度の検討に入

っているといい、多分、基礎的自治体の規模は村で１万人、町で２万人、市で四、五万人

になるのではと思われます。合併問題は重大な問題で、市長も議員も何度も公聴会や討論


